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＜連絡事項＞

・4/14（木）16：00～4月定期心電図検査予定です。
・4/16からの人事異動に伴うＷＩＺ設定を下記の日時で行ないます。期間中はワークフロー申請を行わないよう、よろしくお願い申し上げます。

■ＷＩＺ設定変更日時

　4/15（金）13：00-17：00（完了しましたら掲示板でご連絡致します）
＜患者様連絡事項＞
・十日市　利喜様～ピコスルファートＮａ3本処方となっています。
・小田　タネ様～退院処方として、不眠時と不安時の頓服が各20回分処方となっています。
・中川原　義雄様～花粉症症状を訴え、本日朝からフェキソフェナジン塩酸塩OD錠
60㎎ 2 錠  1日2回　朝夕食後　5日分処方となっています。
・北村　奈美様～左膝痛訴えあり、本日レントゲン検査実施しています。
＜要注目患者様＞

・江刺家　惠子様～夜間は体動見られており浅眠で経過。介入への対応は穏やかで、物品に拘る発言はない。危険行為は見られないが他者の視線を気にして他者のベッド周囲のカーテンを閉めるよう要求し、隠れようとする事あり介入と説明行っている。
・北村　奈美様～夜間不眠を訴え21：30にブロチゾラム服用しているが以後良眠。起床時に同室者が自身のベッドを覗いていたと報告され、「盗まれるかもしれない」と妄想発言や不安感の訴えあり。私物の管理について話し合う事で納得されており、以後不調の訴えはなく、日課にも意欲的に取り組むことが出来ている。12：30左膝痛訴えエトドラク錠（200）1T+レバミピド錠1T服用しているが膝に固着した発言はない。
＜田名部Ｄｒ診察＞
・高橋　義明様～睡眠状況は「薬が効いています」と話す。独語は継続しているが、政治について話をしているとのこと。興味を持つ事は良いが、時間など状況に合わせるよう説明あり。
・尾嵜　マリ子様～「調子はあまり良くない。身体が怠い」と訴えるが、精神薬は最低限しか使用していない事を説明。睡眠は再入眠に時間を要すると話しているが、処方は変更せず継続。
・金　留示子様～同室者との関係も引きずっているが、夕方になると不安感と喉の詰まる感覚があると訴える。夜間の睡眠も夢見が悪く、夜中に覚醒してしまうと報告あり。

ソラナックス（0.4）2錠→3錠へ増薬。ニトラゼパム→フルニトラゼパムへ変更。
・高田　マキ様～「妹が一緒に住もうって言ってくる」「私は移民だから保険料を返さなきゃいけない」「移民税をあとで払うと大変な事になる」などまとまりなく一方的に訴える。グループホームに入所したいと希望あり、家族からは同居を拒否されたと話すが、本人の能力としては現実的である事を説明。ご家族の意向も確認して退院先を検討していくが、まだ退院の時期ではないため目標を持って生活するよう説明。
・三浦　みよ子様～夜間の睡眠はとれており、作業療法にも参加出来ている。外出の希望聞かれているが、感染状況から許可できない事を説明している。
・北村　奈美様～「左膝を痛めて毎日痛い」と訴えあり。レントゲンの結果を説明し異常ない事を伝えている。幻聴は小さくなってきているがまだ継続していると話し、増薬を希望。フルメジン（1）7錠→9錠へ増薬し、副作用対策としてビペリデン2錠　朝・夕を追加処方。
・三浦　綾子様～外出してきた事を報告。通帳記帳し病院から引き落としがされていたが、説明を受けていないと訴える。入院費である事を説明し入院時に手続きを行っている事を伝える。調子は良いが疲れやすい、不安感は少しあると訴えるが処方の変更なし。
・畑中　成夫様～今迄暴力や水かけ行為を行ってきたことには全て動機があったが、それでも病気の症状なのかと訴えあり。統合失調症の特徴について説明している。スタッフとの関係については、考えを捨てるよう説明しているが「成田さんは誰かと結婚するんですか？それを知っておきたい」と訴える。臨時薬処方は同内容で継続。
・森田　清助様～自宅退院について具体的に日程を知りたいと訴えあり。隣人との関係を振り返り自宅退院で大丈夫であるのか確認すると、サポートを受けられるなら問題ないと返答あり。サービス調整しこのまま退院調整を進めるよう指示受けている。
・久保　興介様～メモを持参し、スカイプで面会したいと希望する。主治医からは母が来院した際に面会の予約を入れてもらうよう説明あり。目がかすむと訴えあり、フェキソフェナジンの処方継続。
・高橋　伸治様～調子は良く、食事も摂取出来ており腹痛はないと報告。作業療法ではロジックに継続して取り組む事ができている。
